































筆意図をもっていた。最大のものは、学界から高校教員・高校生までに一般的な「遅れた」 「貧しい」 「かわいそうな」東南アジア、 「外部から影響を受けるばかりの 日本とは無縁の世界」という偏見を打破することである。ただし東南アジアは、ヨーロッパや中国以外の新興領域でも っとも教えにくい／学びにくい地域である。定着したわ やすい構図がない一方で、語句・事項はアフリカやラテンアメリカよりはるかに多いから ある。そこでまず、基本構図の明確化と羅列でない説明 選定と表記の標準
化（３）
な








のしくみは、高校での地歴（地理歴史）科と公民科（現代社会、政経、倫理）の分離および、中学校社会科歴史でほぼ日本史のみ（外国史 日本史に関係のある け）を教える仕組みに対応してつくられたも で、 世界史Ａ （二単
位（５）
、近現代中心）または世界史Ｂ（四単位、伝統的な通























ア重視」 「講義―暗記だけでなく調べる、発表する、討論するなどの内容を大幅に増やす」といった大枠は一致しても、入試への位置づけ、世界史と日本史の割合や通史型か近現代史中心型かなどの点は意見が分かれて た。その後、二〇一四年六月一三日の第二次提言「再び高校歴史教育のあり方について」 ［日本学術会議
　
二〇一四］では単
元案が出され、油井氏を中心とする「高校歴 教育研究会」による高校・大学教員へ アンケート（六八〇人あまりが回答）や世界史・日本史Ｂ 教科書・入試 おける用語制限提案なども行われた
が（９）
、 「地理基礎」と比べると科










会議提言のまとめ役でもあった油井大三郎教授が会長に選ばれた。同会では、 （１）高等学校の世界史・日本史教科書改革と思考力育成型授業のあり方、 （２ 各地の教育実践や史料集作成など 交流とデータベース構築、 （３）高
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新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して（桃木）
等学校における歴史系新科目のあり方、 （４）大学入試・高校新テストなどの検討や歴史系出題のあり方、 （５）大学における歴史系の教養教育や教員養成課程のあり方の五つの部会を設け、高大双方の教員の協力（大学側では歴史系・教育系双方の協力も重要）のもとに各課 検討をおこなおうとしている。必要 問題については、下記 学習指導要領や入試改革に関する提言も作成する意志をもつ。　
他方、政界（＝必ずしも財界ではない）では歴史修正主





の焦点はこうした科目編成よりも、 入試改革 連動した 「アクティブラーニング」の全面導入 あるとされる。高校中学・小学校の教育現場では、新科目の内容（た えば日





























































活動に終わらせずに、高校側の状況 意見を反映させながら、大学教養教育（ 「高度教養教育」も） 、さらには大学院まで含めた専門教育や教員養成課程も総合的に改善す ための取り組みを、順次展開してきた。目的は、①高校で歴史を十分学べなかった学生も含め国際人として活躍するの
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新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して（桃木）








































































放機構）など通用しているローマ字略称を先に書きカッコ内に日本語フル呼称を示す方式を用いた。カタカナ表記も無理に「現地語表記」をせずに読みやすい慣用表記 合わせたものが少 ない。ヴェトナム→ベトナム、パレスティナ→パレスチナなどがその である。　
記述内容に移ると、 「ヨーロッパ偏重」 は断固排するが （フ
ランスが最大の被害者か） 、各時代の世界の構図と東部ユーラシアないし東アジアの歴史 そこで 日本／日本列島の位置づけを重視する一方、紙幅を考えて、南アジア・西アジアやアフリカ、ラテンアメリカなどの諸地域につ て満遍なく記述することは放棄した。イギリス帝国と産業革命などの新しい理解がクリヤーに示されただけでなく、隋唐帝国やモンゴルと明清帝国の新しい理解、大航海時代から近世後期までの東アジア諸国の共通点と差異、それらの中での「日本的伝統」の形成など、海域アジア史を含む最新の研究を土台として、現代の東 ジアと日本を取り巻く諸問題を考える材料を提供した ころにも注目 ていただきたい。　
政治・経済や生活・環境などの大づかみな変動を軸に論
述したので、文化史とくにハイカルチャ は手薄だ 、気
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新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して（桃木）


























































求められる。余談だが、 「従来 仕組み ままで良い専門研究だけしていてもダメだ」ということを理解する力 、専門能力かそ とも教養の力だろうか。歴 学など人文学における「対象・方法・目的」 （要するに専 性） ありかたは、自然科学や社会科学のそれと同じ どうかを省察




には世界史の全体像と並んで歴史学の全体像も理解する必要があると考えて、二〇一四年度から科学研究費（基盤研究Ａ） 「研究者・教員・市民のための新しい歴史学入門」 （代表：桃木至朗。二〇一七年度まで）を獲得し、研究者志望だけでなく初中等教育の教員を目ざす学生、広く歴史学に関心を持つ市民・知識人に理解できるような、新 い歴史学入門のモデル構築と入門書 作成 している。達成すべき内容は、（１）歴史学の対象・方法と目的・意義、それらの発展・
変遷などを概観するが、従来型の「西洋思想史の一環としての歴史認識についての概論」でなく、非西洋世界を含んだ歴史学全体を扱う。
（２） 「言語論的転回」などのパラダイム変化を踏まえつつ










































































































































































































































































































































いる（二単位科目は七〇時間、 四単位科目なら一四〇時間） 。ただし実際は、学校行事や試験のために三〇週も出来ないのが普通である。教 書編纂などの際 このことへの配慮が皆無な点が、歴史が「最後まで教えられ 」一因と思われる。
（６）毎年の教科書の販売部数（ 『教育時報』誌などで公表さ






























































































二〇一二ｂ］ 、それに各年度の院生報告集（異なる専門分野に属する履修者にグループを作らせ、各自の専門とは無関係なテーマを設定して、歴史 育に反映させるべき研究成果についてグループ させる）などが含まれる。
（
15）教科教育法の専門家 任せられない重大事のひとつは、適切なカタカナ表記や訳語の提示であ 。細かいところにこだわっても仕方がないのだが、しかし例えば「なぜヴェトナムは無意味でベトナムで十分か」 「イスラームという長音表記はインドネシア史に適用できる などは、多く歴史研究者が考えるよう 「どう もいい事柄」では い。カタカナと発音の関係について無頓着な研究者は、読点の打ち方について考えたことの 研究者と同様に 教育（実は研究も）の現場を混乱させている。
（
16）現在では多くの大学と大学 員が高校教員向けの講演おこなっているが、大半 自分の都合 選んだ小さなテーマの講演がおこなわれて るように見える。実例は自分の「持ちネタ」を使う せよ、枠組みはより大きなものを設定し、それに関す 教科書 述とそ 問題点を一通りチェックしたうえで講演に臨むべきである。その点で参考になるのは、神奈川県の高校教科研究会の世界史分科会が二〇〇七年度から毎年夏季に三日間かけて開催してい 高大連携セミナーである。毎年一九世紀、二〇世紀など特定の時代のアジア史をテーマとして、西アジア史 南アジア





（二〇一一年）所収］がショックを与えたように、教科書の際限ない用語増は、私大の難問奇問に出た事項を 科書に取り込めという高校側 要求と、古くなった事項のスクラップをせずに新しい事項を押し込むことに熱中する学者側の両方がつくりだした状況 あ 。なお 者がこれまで聞いた二件の例 は、 『詳説世界史』を最後まできちんと解説するには、 「学校特設科目 も利用して全部で九単位ないし一〇単位を要したという。
（
18）われわれの活動の初期には（現在でも初めて参加した教員の間では） 、 「高校現場はた でさえ忙し に、 んな難しいことをどうやって教えろ うのだ（→こちらは員向けの解説をしてい のであってその内容を直接教えろなどと言っていない 」 こんな従来と違う内容を た生徒が戸惑う（→戸惑うのは古い知識をもつ教員であっ生徒はそう教えればそう覚える） 」 「まず基礎知識 覚えさ
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史苑（第七七巻第一号）
せてからでなければ考えさせる授業はできない（→本当にそんなに多くの暗記をしていないと考えられないか？） 」「これは一部進学校向けの内容か（→「教育困難高」の教員にも面白がってもらっている。乗ってこないのは暗記入試の成績だけで動いている「中堅校」の教員） 」などの反応が一般的 見られる。これ の「誤解」を解くには時間や手間がかかる。
（
















22）制度上の問題で授業科目名は「東洋の歴史」 「西洋の歴史」に分かれたままだが、講義題 を統一してコマごとに通し番号を振っている。二〇一四年度は一学期に「市民のための世界史Ⅰ～Ⅲ」 、二学期に同Ⅳ～Ⅴと高度教養科目「市民のための世界史Ｓ」をそれぞれ開講した（ 基礎教養科目」 「国際教養科目 を合わせた純粋な教養科目― 専門基礎科目」は除く―の外国史系科目の半分程 をこれに充て、残りは従来通りのアラカルト型科目にする方針に従っている） 。二〇一四年度 教養課程五クラス 履修者数 合計三三四人であった。うち新入生は二七二人で全新入生中の七・八パーセントに当たる。高度教養教育の履修者数は一九人であった。二〇一五年度も開講クラス数は同じ ある。
（
23）二〇一 年一学期の桃木 プリントをたたき台として、同年に「市民の めの世界史」を担当した荒川正晴・坂尻彰宏（以上東洋史） 、秋田茂・栗原麻子（以上西洋史） 分担執筆した。ほかに歴教研事務局の特任研究員・院生や科教育法の専門家、元高校教員などが校閲、資料作成などで協力した（分担一覧はあとがきに掲載） 。なお本書の内容には「帝国書院 教科書（新詳世界史Ｂ）と似 記述」が頻出するが、それはこの授業がも もと同教科書 使用ていたことよりも、それが構図の提示と羅列でない説明を最も重んじた教 書である点 よる。
（
24）内容精選イコール通史の放棄、テーマ別の歴史、いう発想は専門研究者の間ではきわめて強いが、われわれは中学・高校で一度 世界の通史を学ぶ機会のな 学生が非常に多いことに鑑みて、 「ラフ も一度通史を教え 」こ を強く主張してきた。このよう 「全体を見ること」を 「単




25）全二八八頁のうち序章・終章を除いた二四八頁の内訳は、モンゴル時代まで 三章が六八頁（二七・四％） 、ポスト・モンゴル期から一九世紀初頭までの「近世」を扱う四章が六八頁（ 七・四％） 、 「短い一九世紀 を扱う二章三八頁（一五・三％） 、帝国主義時代から現代までを扱う四章が七四頁（二九・ ％）である。高校教科書を見ると、 『新詳世界史Ｂ』 帝国書院）二〇 三年版では、四つの時代がそれぞれ三五・一％、 三 九 、一〇 九％、三〇・〇％の頁数を占めており、 『詳説世界史』 （山川出版社）の場合は三九・三％、一九・三％、一 ・二％ 二九・二％と数えられる。なお『新詳世界史Ｂ』で、ギリシア・ローマや中世～近世ヨーロッパ、それに近代アメリカについて記述するページを概算すると モンゴル時代以前の三〇・一％、近世の七〇・〇％ 一九世紀の五〇 〇 を占める。これに対し『市民のための世界史』 それぞれ、二三・五％、五〇・〇％、五〇・〇％であり、従来 教科書における近世までのヨーロッパ偏重を是正していることがわかる。
（





28）一般に世界史Ｂの入試で暗記が必要とされる「過半数の教科書に出ている用語」 （昨年までの「旧課程」 は、山川出版社『世界史用語集』 「用語集頻度六以上」に相当する）は、手元 ある二〇〇八年版用語集 よる 三七三七個ある（地名やモノの名前、概念用語などはほとんど含めず、人名・国名・王朝名や事件・制度・組織・作品などの名称に限って掲載されてい 中でこ 数字 ある） 。
（
29）ただし フランス革命が「人権宣言」によって女性の権利を否定したことなど 今日では高校教科書で普通に書かれている事実が編集上のミスで脱落するような失敗もあった。現在までに第四刷が るなど幸い売れ行きは好調なで、本格改訂版の出版に向けてこうした修正可能な不十分点のリストアップを急いでい と ろ ある。
（
30）高校 も、同志社高校（京都）の川島啓 教諭がこの教科書を使って世界史の授業（アクティブラーニングを積極的に取り入れた授業と聞く）を てい 。二〇一五年三月一四日の歴教研月例会（ 『市民の めの世界史』合評会）で概要と生徒の反応が報告されている。
（







32） 報告者は大学院生にしばしば、 『史学雑誌』 の 「回顧と展望」の全冊に、それも数年続けて目を通すことを、 『歴史評論』の特集を毎号読むことと併せ 推奨している。
（



























































































































支配国での東洋趣味や海外旅行ブームなどに刺激され芸術・料理・ファッションなどさ ざまな流行が生ま 、定着したもの 、各地の民族文化 った。一九三〇年代
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学院新入生が２回生のときに受講したものとはかなり内容が違うので、あらためて受講することが望まれる） 、大学院での研究やその成果発信をおこなうのに必要な 歴史学全般の状況や方法論を理解することを第一の目的とする。教員免許を取るため、あらためて歴史学とはどんな学問か理解し い、個別専門研究の全体へ 意味づけを考えたいなど 目的をもつ大学院学生（史学系や文 研究科以外も含む）が、歴史学の全体像 概観し評論や解説をおこ うための知識や方法を ぶことが、第二の目的 ある。
授業計画：
桃木至朗・川合康・秋田茂の三人が分担し、



















いる。こ 授業は 門性に加えてそうした越境ができる「歴史コミュニケーター」を養成する取り組みの一環で、 の
  歴史学の見取り図、ＣＳＣ

























































































































序章「なぜ世界史を学ぶのか」第一章「古代文明・古代帝国と地域世界の形成」第二章「地域世界の再編」第三章「海陸の交流とモンゴル 」第四章「近世世界のはじまり」第五章「大航海時代」第六章「アジア伝統社会 成熟」第七章「ヨーロッパの奇跡第八章「近代化の広がり」第九章「 ウエスタン・インパクト」とアジアの苦悩」第一〇章「帝国主義とアジアのナショナリズム」第一一章「 二次世界大戦とアジア太平洋戦争」第一二章「冷戦と民族独立の時代」第一三章「現代世界の光と影」終章「どのように世界史を学ぶか」
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新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して（桃木）
（コラム一覧）序章「気候変動の原因と研究方法」 「自然と人間」第一章「青銅器の東方伝播」 「前二千年紀の世界」 「騎
馬遊牧文化は東方から西方へ」 「ヘレニズム」 「 「世界帝国」 の統一政策に見る共時性 「古代文明と宗教」 「三世紀の危機」
第二章「中華世界に生きる騎馬遊牧民の文化」 「ソグド

























































の授業科目には、どんな点に「ヨーロッパ 心主義」があらわされているか、日本やその他 アジ 諸地域の扱いと比べながら考えてみよう」
第八章まとめ
「一八～一九世紀のヨーロッパ・アメリ
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新しい世界史叙述と歴史学入門を目指して（桃木）
民族と少数民族の両方の立場から、また安全保障と歴史の重みのふたつの面から考えてみよう」
第一一章冒頭
「 （第二次世界大戦で）日本が戦争した相
手はアメリカだけだっ のだろうか」
第一一章まとめ
「日本がアジア太平洋戦争でアジア諸
国に負けた側面を示すできごとを、三つ以上あげよ」
第一二章冒頭
「東西両陣営の中心だったアメリカとソ
連に、共通点はなかっただろうか。それぞれの「夢」を含めて考えてみよう」
第一二章まとめ
「第二次世界大戦後長い間、社会主義
はアジア・アフリカで人気があ 。その理由はなぜか、整理してみよう」
第一三章まとめ
「東アジア諸国で他の地域と比べて突
出した少子高齢化が進行しつつあるのはなぜか、人口が増えている地域や少子高齢化がそれほど進んでいない地域と比較しながら、歴史的背景を説明せよ」
終章まとめ
「歴史学を学んだことが生きる職業・社会
活動には、歴史の研究者や教員以外にどんなものがあるだろうか」
（大阪大学大学院文学研究科教授）
